研究業績一覧（2011 年1 月～12 月） by 佐久大学看護学部看護学科
77
著書 
堀内ふき 編著 （2011）．高齢者の健康と障害 （第3版）．（ナーシング・グラフィカ 26）．1-15，大阪：
メディカ出版．
堀内ふき 編著 （2011）．高齢者看護の実践 （第3版）．（ナーシング・グラフィカ 27）．27-32，139-
144，大阪：メディカ出版．
堀内ふき （2011）．要介護高齢者に対する在宅看護，福島道子，河野あゆみ編，在宅看護論．164-
177，東京：放送大学教育振興会．
堀内ふき （2011）．認知症を持つ人に対する在宅看護，福島道子，河野あゆみ編，在宅看護論．178-
190，東京：放送大学教育振興会．
小西恵美子 （2011）．放射能汚染で食生活はどう変わるか，集英社クォータリー Kotoba（5）．108-
111，東京：集英社．
雨宮多喜子 （2011）．リーダーシップ理論，PM理論ほか25項目，見藤隆子，小玉香津子，菱沼典子
総編集，看護学事典 （第2版）．991-992，810-811，東京：日本看護協会出版会．
尾﨑フサ子 （2011）．手をもちいたケア技術教育―その考え方と実際，川島みどり編．触れる・癒や
す・あいだをつなぐ手，TE-ARTE入門．44-103，東京：看護の科学社．
尾﨑フサ子，金井Pak 雅子，柳井晴夫，上泉和子，柏木公一 （2011）．尺度開発の問題と今後の方向
性　座談形式，日本看護管理学会誌15（2）．175-184，東京：医学書院．
別所遊子 （2011）．第3章　高齢者保健活動論，金川克子監修，最新保健学講座3地域看護活動論①
―ライフステージの特性と保健活動．198-287，東京：メヂカルフレンド社．
鈴木千衣 （2011）．原始反射，モロー反射ほか16項目，見藤隆子，小玉香津子，菱沼典子総編集，看
護学事典　第2版．200，220，226，286，314，480，775，847，908，918-920，940，東京：日本看
護協会出版会．
吉田文子 （2011）．実習お役立ちBOOK 2011．22-29，東京：照林社．
研究業績一覧（平成23年1月～12月）
この研究業績掲載内容は， 平成23年(2011年)1月から平成23年12月までに刊行(発表)された著書、
論文、翻訳、学会発表、その他の講演・講師活動、シンポジウム等、研究報告書、研究助成(文
部科学省、日本学術振興会科学研究費補助金等)、教材製作、および国際交流活動である。
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講演， 講師活動等　
竹尾惠子．講演．Evidence-Based Nursing & How to Evaluate Care Needs．JICA研修：アフリカ
母子保健看護管理コース （in English）．2011. 6. 10，東京．
竹尾惠子．講演．Evidence-Based Nursing & How to Evaluate Care Needs．JICA研修：アフリカ
母子保健看護管理コース （in English）．2011. 11. 4，東京．
竹尾惠子．講演．Nursing Education in Saku University．エストニア国より佐久大学見学者への講
演．2011. 5. 3，長野．
宮地文子．講師．ヘルスケアシステム提供論．平成22年度認定看護管理者ファーストレベル研修会，
長野県看護協会，2011. 9. 16／10. 17，長野．
堀内ふき．講師．これからの老年看護学　老年看護学とは何か・老年看護学の実践．ナーシンググ
ラフィカ 看護教育力アップセミナー，2011. 8. 20（福岡）／9. 4（名古屋）．
堀内ふき．講演．資格制度の中の看護師：認知症ケア専門士．第16回日本老年看護学会教育講演，
2011. 6. 16，東京．
堀内ふき（講演）．認知症ケアの基本．小諸厚生総合病院，2011. 8. 17，長野．
小西恵美子．講演．倫理的なよい看護とは：心で見る，よく生きる．第2回かごしま国際フォーラム
基調講演， 2011. 10. 22，鹿児島．
小西恵美子．講師．事例から学ぶ．佐久総合病院看護部倫理研修，2011. 2. 18，長野．
小西恵美子．講師．看護倫理の事例検討．日本看護倫理学会ワークショップ，聖隷浜松病院，2011. 
2. 26，静岡．
小西恵美子．講師．レクチャー．エビデンスに基づく放射線の影響と防護．健康保険連合会広報部，
2011. 5. 16，長野．
小西恵美子．講師．原子力災害と放射線の健康影響．長野県看護協会特別講演，2011. 6. 11，長野．
小西恵美子．講師．看護倫理．静岡県立静岡がんセンター認定看護師教育課程，2011. 6. 17／7. 29，
静岡．
小西恵美子．講師．事例をとおして倫理を学ぶ．諏訪中央病院看護管理者研修，2011. 6. 20，長野．
小西恵美子．講師．研究倫理審査の基本．佐久総合病院看護部倫理委員会研修，2011. 7. 27，長野．
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小西恵美子．講師．看護実践の倫理．レベルⅡ，Ⅲ研修会，愛知県看護協会， 2011. 9. 13，愛知．
小西恵美子．講師．看護倫理．大学院保健学研究科特別講義，鹿児島大学，2011. 9. 20-22，鹿児島．
小西恵美子．講師．看護倫理．済生会病院新任看護師長研修，東京済生会病院，2011. 10. 7，東京．
小西恵美子．講師．看護実践の倫理と事例検討．静岡県農業協同組合連合会看護倫理研修，2011. 
10. 8．静岡．
Davis, A. J．小西恵美子 （通訳）．小児看護における倫理．鹿児島大学医学部保健康学科特別講義，
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小西恵美子．講師．看護倫理．長野県看護大学大学院特別講義，2011. 11. 11，長野．
小西恵美子．講師．レクチャー．正しく恐れる食生活を．中日新聞社会部，2011. 11. 17，長野．
小西恵美子．講師．看護倫理の事例検討方法を再検討する．日本看護倫理学会ワークショップ，九
州大学病院， 2011. 11. 20，福岡．
小西恵美子．講師．組織文化と倫理．愛知県看護協会認定看護管理者セカンドレベル教育課程，
2011. 11. 24，愛知．
小西恵美子．講師．事例から考える看護倫理．浅間総合病院師長研修，2011. 11. 29，長野．
雨宮多喜子．講師．看護専門職論―看護サービス提供論―．平成23年度認定看護管理者ファースト
レベル研修，長野県看護協会，2011. 10. 12，長野．
雨宮多喜子．講師．看護専門職論―看護専門職の機能と活動―．平成23年度認定看護管理者ファー
ストレベル研修，長野県看護協会，2011. 10. 17／10. 26，長野．
雨宮多喜子．講師．看護大学教育と新人特性について．JA長野厚生連佐久総合病院研修，2011. 1. 
23，長野．
尾﨑フサ子．講師．キャリア開発論．看護管理セカンドレベル，新潟県看護協会，2011. 6. 18，新潟．
尾﨑フサ子．講師．組織文化と組織倫理．看護管理セカンドレベル，富山県看護協会，2011. 7. 8，
富山．
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尾﨑フサ子．講師．1）組織文化について，2）キャリア開発について，3）経営参加について．佐久
総合病院看護管理者研修（看護副師長，看護主任），2011. 10. 27／10. 28，長野．
尾﨑フサ子．講師．1）組織文化について，2）キャリア開発について，3）経営参加について．佐久
総合病院看護管理者研修（看護師長，ステーション所長），2011. 11. 8／11. 9，長野．
尾﨑フサ子企画．川嶋みどり先生をお迎えしてのセミナー　―心と技の統合をめざした看護触れる
手，癒す手，あいだをつなぐ手―（講師：川嶋みどり，小板橋喜久代，山口　創）．農村保健研修セ
ンター，2011. 10. 1／10. 2，長野．
弓削美鈴．講師．性感染症の予防．佐久市立臼田中学校，2011. 3. 1．長野．
弓削美鈴．講師．性教育．川上村立川上中学校，2011, 12. 22．長野．
橋本佳美．講師．看護の動向．平成23年度臨床指導者研修セミナー，佐久大学看護学部，2011. 9. 7，
長野．
鈴木千衣．講師．実習指導者の役割（2）事例演習．平成23年度臨床指導者研修セミナー，佐久大
学看護学部，2011, 9. 9，長野．
水野照美．講師．実習指導の方法　より効果的な指導方法の実際．平成23年度臨地実習指導者研修
セミナー，佐久大学看護学部，2011. 9. 9，長野．
水野照美．講師．がん性疼痛を有する患者への看護援助技術．社会保険看護研修センター認定看護
師教育課程がん性疼痛看護学科講義，2011. 10. 25，千葉．
宮﨑紀枝．講師．論文の書き方．長野市民病院看護研究研修，2011. 9. 26，長野．
吉田文子．講師．看護実践力の育成．新潟県看護教員の会講演会，2011. 5. 28，新潟．
吉田文子．講師．教育的評価　学習促進のための教育評価の方法とその原理　GPA制度の実際と自
己教育力向上への効果．ナーシンググラフィカ　看護教育力アップセミナー，2011. 8. 13，東京／
2011. 8. 21，福岡／2011. 9. 11，京都．
吉田文子．講師．学習者が主体となる授業展開：基礎看護技術の授業方法とその原理．福井県看護
学校協議会研修会，2011. 8. 22，福井．
吉田文子．講師．看護基礎教育における看護技術，看護学実習の指導方法．長野県看護教育研究会，
2011. 9. 5，長野．
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吉田文子．講師．臨地実習指導者研修セミナー：看護教育の目的と方法．佐久大学臨地実習指導者
研修セミナー，佐久大学看護学部，2011. 9. 7／9. 30，長野．
征矢野あや子．講師．認知症のある高齢者への関わり方に配慮した転倒予防．第14回転倒予防指導
者養成講座，2011. 11. 26／27，東京．
征矢野あや子．講師．実習指導の実際　老年看護学実習．看護学生等実習指導者養成講習会，長野
県看護協会，2011. 10. 18，長野．
征矢野あや子．講師．量的研究の方法とデータ収集法，分析．長野市民病院看護研究研修，2011. 8. 
3，長野．
Davis, A. J．八尋道子 （通訳），小西恵美子 （通訳）．倫理的感受性をどう高めるか？How to Develop 
Ethical Sensitivity?　看護倫理　患者のためのよりよいケアをめざして．第2回かごしま国際看護フ
ォーラム，鹿児島大学医学部，2011. 10. 22，鹿児島．
八尋道子．講師．看護倫理：実習にかかわる倫理問題を中心に．平成23年度臨地実習指導者研修セ
ミナー，佐久大学看護学部，2011. 9. 9，長野．
八尋道子．講師．研究の成果を看護の実践と教育へ：患者を知ることとよいナースであること．長
野県看護教育研究会臨床指導者研究会講演会，看護総合センターながの，2011. 10. 16，長野．
八尋道子．講師．看護研究の世界へようこそ．長野市民病院看護研究研修，2011. 5. 24，長野．
八尋道子．講師．研究質問の設定と研究デザインの選択，質的研究．長野市民病院看護研究研修，
2011. 6. 21，長野．
八尋道子．講師．論文抄録とスライドづくり，研究を評価する意義と方法．長野市民病院看護研究
研修，2011. 11. 25．長野．
田中高政．講演．からだとこころの不調を軽くする笑いの効用―笑顔がつなぐ、すこやかの輪―．
長野市すこやかリーダー会定期総会，長野市保健所．2011. 4. 28．長野．
田中高政．講師．フィジカルアセスメント．長野市民病院卒後現任教育研修会，2011. 8. 29／9. 5／
12. 26，長野．
田中高政．講師．看護倫理について．東御市民病院研修，2011. 6. 24，長野．
中嶋尚子．講師．「看護倫理　私の伝えたいこと」．平成23年度第3回看護師研修会，長野県厚生農
業協同組合連合会，2011. 11. 25，長野．
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中嶋尚子．講師．看護研究．川西赤十字病院看護研究勉強会，2011. 6. 9-2012. 3. 3，長野．
中嶋尚子．講師．特別講義「看護教育今昔試論―関心の赴くままに―」．平成23年度長野県看護協
会看護学生等実習指導者養成講習会 （兼長野県看護協会公開講座），2011. 10. 28．長野．
鈴木真理子．講師．看護過程の展開．長野市民病院看護部教育プログラム　ラダー研修講師，2011. 
5. 16／7. 11，長野．
鈴木真理子．講師．看護倫理．静岡県立静岡がんセンター認定看護師教育課程，2011. 6. 27／8. 3，
静岡．
小山智史・高木桃子・中澤淑子．講師．看護部フィジカルアセスメント応用編．2年目看護職員フィ
ジカルアセスメント研修，佐久総合病院，2011. 7. 7，長野．
三石清子．講師．エンゼルメイクの実際．信州短期大学介護福祉学科，2011. 2. 23，長野．
三石清子．講師．介護職が行うフットケア．信州短期大学介護福祉学科，2011. 2. 25，長野．
三石清子．講師．看護に活かすフットケア実践スキルアップセミナー．全国農村保健研修センター，
2011. 2. 26，長野．
三石清子．講師．看護に活かすフットケアセミナー～夏コース～．全国農村保健研修センター，
2011. 8. 27， 長野．
研究報告書
Lertsakornsiri, M., Ross, R., Boonyanurak, P. & Kinjo, H.（2011）. Factor associated with depression 
in pregnancy （Thai media）. Thai nursing association accepted.
小山智史，竹尾恵子，宮地文子，陳錦秀 （2011）．日中の看護学生の抑うつとその関連要因に関する
国際比較研究．平成22年度財団法人文教協会研究報告書．
研究助成
小西恵美子 （研究代表者），竹尾惠子，雨宮多喜子，前田樹海，宮﨑紀枝，中嶋尚子，田中高政，鈴
木真理子， 八尋道子，吉岡恵，宮原香里．看護倫理教育のモデル構築と検証：実践場面の倫理的判
断，対応の検討と国際比較から．平成20-23年度科学研究費基盤研究（B） （課題番号20390547）．
小西恵美子 （研究代表者），麻原きよみ，荒木田美香子，菊地透．災害時下の看護職に対する放射線
教育のアクションリサーチ．平成23年度ファイザーヘルスリサーチ振興財団国内共同研究．
90
川嶋みどり （研究代表者），尾﨑フサ子他．治療的介入方法としての看護師の“手”の有用性―統合
医療における手当学の構築―役割分担：手で触れる行為を伴う看護援助技術の有効性の検証．平成
21-23年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（B） （課題番号　21390576）．
中村悦子（研究代表者），尾﨑フサ子，八尋道子 他．外国人看護師候補者の看護師資格取得・教育
に関わる大学の教育支援システム構築．平成23-25年度日本学術振興会科学研究費補助金　挑戦的
萌芽研究．（課題番号 23660026）
松下由美子（研究代表者），山本寛，田中彰子，吉田文子．目標管理制度が看護師のキャリア発達に
及ぼす影響―キャリア， プラトー現象の観点から―．平成23-25年度日本学術振興会科学研究費助成
事業（学術研究助成基金助成金）基盤研究（C） （課題番号23593160）．
征矢野あや子 （研究代表者）．認知機能低下に伴う転倒リスクの評価指標「地域版二重課題歩行」の
開発．平成20-23年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（C）（課題番号　20592652）．
金城壽子 （研究代表者），川﨑佳代子，竹尾惠子，キシ ケイコ イマイ，弓削美鈴，丸山陽子，高橋
智恵．妊娠期，産褥期のうつ症状とその関連について：日本とタイ国の状況．平成23-24年度日本学
術振興会科学研究費補助金基盤研究（C） （課題番号22592528）．
田中高政 （研究代表者），竹尾惠子，羽毛田博美，小山智史．看護学生の抑うつに関する国際比較研
究．平成21-23年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（C）（課題番号21592930）．
箕輪千佳 （研究代表者），小板橋喜久代，宮原香里．自律訓練法がもたらす周術期患者のリラクセー
ション効果．平成23-25年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（C） （課題番号23593271）．
鈴木千衣 （研究代表者）．思春期がんの子どもと家族の情報共有の意味と療養上の意思決定の構造
（佐久大学学内研究費助成）．
吉田文子 （研究代表者），山内豊明．教師のティーチングスタイル測定尺度の日本語版暫定版の作成
と言語的意味の検討（佐久大学学内研究費助成）．
臼井淳美 （研究代表者），川﨑佳代子，竹尾惠子，弓削美鈴，丸山陽子，高橋智恵．母乳育児の心理，
社会的効果の検討（佐久大学学内研究費助成）．
教材製作
堀内ふき（2011）．看護のための病態生理とアセスメント，摂食・嚥下障害．vol. 1：（株）医学映像
教育センター．
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国際交流活動
タイ王国セントルイス大学と国際交流
　タイ王国セントルイス大学 学長、副学長、学部長など総勢9人は日本国でのカンファレンス参加
及び視察を目的として日本を訪問された。一行は国際学生会議に出席した後、国立看護大学校を視
察、佐久大学には平成23年8月29日（月）に訪問された。
第1日（平成23年8月29日）：一行は午後3時 本大学に到着された。教員は大学内を案内し、夜は 
学長、教員が参加し、歓迎晩餐会を催した。
第2日（平成23年8月30日）：午前中は佐久私立国保浅間総合病院を見学した。教員と留学予定の学
生ら（9月セントルイス大学へ2週間留学予定）が昼食ウエルカムパーティで歓迎、相互に自己紹介
し、タイの状況報告を受けて交流した。午後は東御市立助産所を見学し、施設職員と意見交換を行
った。夜はセントルイス大学との国際共同研究打合せを兼ねて、研究メンバ―や他教員らと日本の
温泉を体験していただいた。
第3日（平成23年8月31日）：乗車を経験したいと希望していた長野新幹線を利用し、成田から帰国
された。
エストニア共和国 公式訪問団の視察
　佐久市と同じ名称の縁で「友好都市提携」を結んでいるエストニア共和国サク市から佐久市へ公
式訪問団として来訪され、その活動の一環として平成23年5月3日に佐久大学を視察された。訪問者
はクノ・バ サク市市長、マリアンヌ・ランデ サク市議会議長、ほか3名と通訳、佐久市議員４名、
計10名で、午前9時半に来訪された。当日、大学の実習室を視察され、モデル人形や種々教材を興
味深く見学された。12時から、学長の「日本の看護教育及び看護活動の状況について」のプレゼン
テーション（英語）が行われ、質疑・意見交換が行われた。短い時間ではあったが、バルト海沿岸
に位置する遠い国の方々と親しく交流できた。
